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高速バスは、他の交通機関と比べて運賃が低廉であり、
また夜行便における時間の有効活用等が可能になる、生
活に必要不可欠な移動ツールとして定着しています。 
近年ではネットワークの整備だけでなく利用者の負担軽
減に目を向け、乗り心地を重視した車両が開発されるな
ど、サービスレベルも向上したことから年々利用者が増
加しています。 

本取組では、高速バスとカーシェアリングを組み合わせ、

高速バスの新たな魅力を創出します。 
 
その魅力を利用者に周知させることで、既存利用者の利
用回数を増やすだけでなく、新たな顧客獲得も視野に入
れ、さらなる利用者の拡大を推進することを目的として
います。 

高速バス利用におけるメリットを増やすことでさらに魅力を拡大し、利用者の増加を狙う 

出展：日本バス協会 
   平成27年度版「日本のバス事業と日本バス協会の概要」   

本提案の主旨 
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高速バスの 

新たな魅力の創出 
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車両台数(台)：右軸 

会員数(人)：左軸 

2002年頃 
スタート 

2010年以降 
急速な市場拡大 

タイムズカープラス基本情報 

 会員数推移 

2002年頃に日本にカーシェアリングが導入されたのち、2010年を境に会員数及び車両台数
が増加し、急速な市場拡大を経て、現在では全国でサービス展開しています。 
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短時間の利用なら15分206円から。 
15分単位で利用するショートメニューと6時
間 
パックは距離料金もなし！ 

予約はパソコン・スマホから。 
予約完了後、3分後にはご利用いただけま
す。 

全国に約6,700ヶ所、約11,800台の車両を 
配備。自宅近くはもちろん、おでかけ・出張
先 
でのご利用にもご活用いただけます！ 

コンパクトカー、エコカー、輸入車など豊富な 
車種を配備！ 
全車種カーナビ・ETC・ジュニアシート付！ 

※2016年4月時点 

会員数61万人、8,000ヶ所、15,000台の車両を配備。業界シェア70％以上！ 

 基本情報 

タイムズカープラス基本情報 
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▶ ご利用料金 

タイムズカープラス基本情報 

 利用方法 
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利用者アンケート 

Q. 結婚されていますか？ Q.車を所有していますか？ 

Ｑ.年代 Q. 性別 

■男性 79％ 

■女性 21％ 

■ある       14％ 

■以前はあった 

 が手放した    53％ 

■もともとない    33％ 

■10代      1％ 

■20代    14％ 

■30代    35％ 

■40代    32％ 

■50代    13％ 

■60代以上  5％ 

■既婚    62％ 

■未婚   38％ 

※総回答数：5,616人 ※総回答数：5,616人 

※総回答数：5,616人 ※総回答数：5,616人 



6 

利用者アンケート 

Q.利用目的は？ 

Q.サービスについて満足している点は？ ■ 1回あたりの利用時間 
全体：3時間45分 
個人：3時間43分 
法人：3時間50分 

 
■ 1回あたりの走行距離 

全体：40km 
個人：39km 
法人：43km 

Q.どれくらい前に予約しますか？ 

■2週間前     4％ 

■1週間前    12％ 

■3日前     13％ 

■前日        26％ 

■12時間前   3％ 

■6時間前     5％ 

■1時間前    19％ 

■30分前     9％ 

■15分前      6％ 

%・・・回答件数/回答者数5,616 
（複数回答の為合計100％ではありません） 

%・・・回答件数/回答者数5,616 
（複数回答の為合計100％ではありません） 

※総回答数：5,616人 
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利用者アンケート 

Q.サービス利用後の変化 
%・・・回答件数/回答者数5,616 

（複数回答の為合計100％ではありません） 

■レンタカーとの比較 
 

・「繁忙期はレンタカーを借りるのに店舗待たされることが多いので予約した時間に使えるカーシェアを使う」 
 

・「レンタカー店舗は、営業時間が短い。」 
 ※ほとんどのレンタカー店舗の営業時間は8時～20時 
 

・「そもそも、レンタカー店舗がある駅の方が圧倒的に少ない。」 
 ※店舗数最大のトヨタレンタカー1200店舗に対して日本の駅は約9,600駅 
 

・「プリウスやセレナなど、車種によっては長時間利用してもレンタカーよりカーシェアのほうが安い」 
 

                                                    ・・・etc 



交通手段を増やすことで、
行動範囲が広がり、高速バ
スの活用方法が拡大します 

①移動範囲の拡大 

早朝・深夜の発着でも、24
時間利用可能なカーシェアに
乗り換えれば効率的な行動が
可能になります。 

②24時間乗降可能 ③荷物持ち運び負担の軽減 

バス降車後も車移動可能
の為、重たい手荷物を持
ち運ぶ必要ありません。 

出発地 到着地 

電車 

路線 
バス 

ｶｰｼｪｱ 

高速バス 

N E W 

本提案の目的 
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 目的 

二次交通 

高速バス＆カーシェアにおける利用者メリット 

バス降車後の二次交通としてカーシェアが加わることで、利用者利便性向上に寄与します。利用
者のメリットを増やすことで高速バスの魅力を向上させ、さらなる利用拡大に貢献します。 

移動イメージ 



高速バス×カーシェアのニーズ 

弊社では鉄道降車後のカーシェアへの乗り継ぎサービスの「レール＆カーシェア」を提供してい
ます。地方都市では県外利用者が50～80％を占め、法人利用（出張時等）も多く頂いています。 
 
高速バス＆カーシェアも「長期移動+二次交通」という同じ移動形態であることから、法人利用
の掘り起しが可能と考えます。 

出発地 到着地 

鉄道・新幹線 

出発地 到着地 

高速バス 

長距離移動 

レール 
＆ 

カーシェア 

高速バス 
＆ 

カーシェア 

レール&カーシェア同様のニーズが見込める 

「レール＆カーシェア」は観光や出張のシー
ン等における、タクシーやレンタカーに代わ
る二次交通として、認知が進んでいます。 
 

鉄道と同じく、長距離間を結ぶ高速バスにお
いても、降車後の移動手段のニーズはレール
＆カーシェア同様にあると考えています。 

9 

 法人需要の掘り起し 



10 

高速バス×カーシェアのニーズ 
 レール＆カーシェア展開範囲 

新幹線停車駅への配備 

約60% 

新幹線停車駅への配備 

約60% 



高速バス×カーシェアのニーズ 

課題 電車 タクシー レンタカー カーシェア 

高
速
バ
ス 

深夜早朝の 
発着 

△ △ × 〇 
・動いていない 
・本数が少ない 

本数が少ない 店舗が営業していない 24時間利用・返却ＯＫ 

手荷物 
× 〇 △ 〇 

自身で持ち運び 車での持ち運び可 店舗まで自身で持ち運び 車での持ち運び可 

新たな拠点整備 
× △ △ 〇 

バス停基準の路線整備は
困難 

まとまった降車客が見込
めなければ困難 

市街地以外では営業困難 
車両スペースの確保 
のみで拠点整備完了 

カーシェアリングは、高速バスにおける課題や二次交通への乗
り継ぎの観点から考察すると、他の公共交通機関と比較して、
高速バスの弱点を補強できる親和性の高い二次交通であると推
測でき、需要の拡大が見込めると考えられます。 

■各公共交通機関との比較 

⇒カーシェアとの親和性が極めて高い 

高速バス   カーシェア 
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 高速バスとカーシェアの親和性 



本提案実施場所 

道の駅 路上高速バス停 SA/PA 

①道の駅の高速バス停で降車 
②道の駅駐車場でカーシェアに 
 乗り継ぎ 

①高速道路上バス停で降車 
②連絡通路出口でカーシェア 
 に乗り継ぎ 

①SA/PA内高速バス停で降車 
③SA/PA外でカーシェアに 
 乗り継ぎ 

実施場所としてSA/PA・高速道路上・ＩＣ・道の駅をご提案します。 
各地点の高速バス停にカーシェアを設置し、バス停を回遊の為の結節点とします。 

目的地 

目的地 

目的地 

高 速 道 路 一 般 道 

目的地 

目的地 

目的地 

高速バス 

到着地 出発地 回遊 
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ＩＣ 

①ＩＣ外のバス停で降車 
②ＩＣ外駐車場でカーシェア 
 に乗り継ぎ 

出口 00 

霞ヶ関 

￥ 

回遊 回遊 回遊 回遊 

SA/PA 
路上 
バス停 

道の駅 ＩＣ 

http://www.michi-no-eki.jp/


⑥車両を返却 ⑤利用開始→目的地へ 
④カーシェア会員カードを 
 利用し車両のロック解除 

③車両を配車 ②レンタカー店舗から 
車両をデリバリー ①予約  

カーシェアのシステムを利用したレンタカーサービス 

店舗職員が車両を配車 
予約情報をレンタカー店舗
に送信 

利用者の多様なニーズに対応するため、カーシェアのシステム（車載器）を利用した、無人
の場所でもレンタカーを借りられるクルマのデリバリーサービスを提供します。 
※2016年7月に一部でサービスリリース予定 
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 レンタカーのデリバリーサービス 

■利用フロー 
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車載器のGPSで、設定先への
到着有無、走行距離や滞在時
間の割り出しが可能。 

ー プローブデータの取得 － 

目的地 

協力 

利用者 道路管理者 自治体 

新たな目的地（観光地）の設
定による地域創生への寄与 

タイムズ 

カーシェアの利用促進 

各自治体や事業者と協力し、新たなチェック
イン先（目的地）となる場所を創出・誘導を
行う事で、地域創生への効果も期待できま
す。 
 
また、車載器からプローブデータの取得が可
能になり、様々な活用が実現されます。 

 
・移動がスムーズ 
・新たな目的地の発見 

利用者 

ドライブ 
チェックイン 

カーシェアリングを使った地域回遊の促進 

 
・スムーズな移動 
・新たな目的地の発見 

利用者 
 

カーシェアの利用促進 

タイムズ  
新たな目的地の設定による
地域創生への寄与 

自治体 
 

プローブデータの活用 

道路管理者 

地域 
創生 



総括 

新たな活用方法を認知させ利用拡大を図ることで、鉄道運行の無い中長距離の移動手段である

高速バスの、さらなるネットワーク強化が実現されると考えます。 

本提案にて、今ある道路空間を最大限活用し、利用者の増加・利便性向上に貢献致します。 

地方創世 

高速バス路線の魅力向上による 

利用者の増加 

「レール＆カーシェア」は観光や出張のシー
ン等における、タクシーやレンタカーに代わ
る二次交通として、認知が進んでいます。 
 

鉄道と同じく、長距離間を結ぶ高速バスにお
いても、降車後の移動手段のニーズはレール
＆カーシェア同様にあると考えています。 
  

 
利便性向上 

利用者 

 
高速バスの 
利用者増 

バス事業者 
 

地方創世 
 

プローブデータ 
の活用 

国・自治体 
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利用者 

増 

既存顧客 法人利用顧客 
+新規個人客 

利用者増加 

各 視 点 の メ リ ッ ト 

利便性向上 
プローブデータ 

の活用 

【課題】 ①カーシェア設置用地  ②自治体・各バス会社様との連携（普及認知活動） 




